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【調査研究の概要】（調査研究のねらい・手法・期待される成果など）

・ 福島原発事故による母乳の放射能汚染のデータを市民レベルで調査・集積する。

・ 福島原発事故による乳幼児の尿の放射能汚染のデータを市民レベルで調査・集積する。

・ 放射能物質の移行経路を推定することで内部被爆を避ける。

・ 福島県だけではなく、放射能が流れた東北から関東地域で子ども達の内部被曝データを残す。

・ 将来子どもや成人に起こりうる健康障害の原因解明と治療に役立てる。

【調査研究の経過】（取り組みの具体的な経過：主要な出来事のみ）

2011年 3月：母乳で、放射能検査（検体量100cc・検出下限値3Bq/kg）を開始。

4月：記者会見で母乳から放射能汚染検出を発表し、福島県・茨城県・千葉県在住の方に検査を呼びかける。HP開設。

5月：記者会見で母乳の放射能検査の途中経過を発表。福島市・郡山市・伊達市・二本松市・大玉村等に行政での

母乳検査の実施を申入れる。

6月：東京都・神奈川県・埼玉県・栃木県に検査を広げる。

9月：8～9月は検出する方が減ったため、検出下限値の低い検査会社への移行を検討。

母乳（検体量500cc・検出下限値0.3～0.5Bq/kg）だけではなく、紙おむつで乳幼児の尿が検査可能（検体量

尿のみで1kg・検出下限値0.3～0.5Bq/kg）な検査会社に変更する。

高線量の放射能が流れたといわれるが検査希望者が少なかった栃木県、群馬県、岩手南部・宮城北部の『放射能から

子ども達を守る会』を通じて、検査希望を募る。

11月：母乳は検体量が多く対象者が限られる為、紙おむつでの検査に絞る。母乳は14人中 2人から放射性セシウムを検出。

2012年 3月：101名の乳幼児中、37名の尿から放射性セシウムを検出。福島県だけではなく、茨城県、栃木県、岩手南部・宮城北

部は検出割合が高い事が判明。

7月：乳幼児の尿検査で、3Bq/kgを超えた3名で、再検査を実施。

【現在までの成果と今後の展望など】

・東北と関東圏の371名余りの母乳検査を実施、39名から放射能物質を検出した。乳幼児では、101名中37名

の尿から検出した。福島県だけではなく、東北から関東の広範囲に内部被曝の実態があることを確認した。

・今後は子ども達の定期的な健康診断を、福島県だけではなく東北、関東の広い地域で実施できるよう支援する。

資 金 計 画 の 概 要 （金額単位：円） 充当する資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費 名古屋・東京・福岡～福島・茨城 往復交通費 96,000 円 96,000 円

資料費 書籍 40,000円 文献複写費等 10,000円 50,000 円 50,000 円

機材･備品費 FAX・プリンター 15,000円 文具費 5,000円 20,000 円 20,000 円

会議費 3,000円×6回 18,000 円 18,000 円

印刷費 検査受付、アンケート、検査結果他 18,000円 18,000 円 18,000 円

外部委託費

31,500円×2検体 15,750円×371検体

31,500円×14検体 28,140円×26検体

21,000円×81検体 9,450円×3検体

8,808,000円 2,340,000 円 6,468,000 円

その他
通信費（電話・郵送料他） 266,443円

支援物資（アップルペクチン他） 630,502円
897,000 円 897,000 円

合 計 9,907,000円 2,340,000 円 7,385,000 円 182,000 円

グループ名

・代表者名
母乳調査・母子支援ネットワーク

連絡先など 名古屋市東区葵1－14－3 食と環境の未来ネット内

助成金額

234 万円

当初助成 100 万円

＋事業指定寄付に

よる追加 134 万円

助成のテーマ 福島原発事故による母乳と乳幼児の尿の放射能汚染の実態調査
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・ 母乳の放射性物質等の濃度に関する調査結果（2011.5.2） 日本産科婦人科学会
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・ 母乳の放射性物質等の濃度に関する調査結果（2011.6.7） 日本産科婦人科学会

http://www.niph.go.jp/soshiki/seikatsu/bonyuu_results.pdf

・ チェルノブイリ原発事故のもたらしたこれだけの人体被害 科学的データは何を示している（2012．3．20）

核戦争防止国際医師会議ドイツ支部

・ 放射性セシウムが人体に与える医学的生物学的影響 チェルノブイリ原発事故 被曝の病理データ

（2011．12．15） ユーリ・I・バンダジェフスキー

・ 終わりのない惨劇 チェルノブイリの教訓から (2012．3．31)

ミシェル・フェルネスク ソランジュ・フェルネスク

・ 人間と環境への低レベル放射能の脅威 （2011．6．25）

ラルフ・グロイブ アーネスト・スターングラフ





茨城県 5 3 * 5 1 15 1 21 5 6 57 5

神奈川県 1 2 1 15 18 1

群馬県 3 3

埼玉県 6 1 7

千葉県 1 1 * 2 11 3 13 12 1 9 48 5

東京都 3 2 13 33 1 1 50 3

栃木県 7 3 1 4 14 1

福島県 17 2 42 7 * 44 3 32 2 17 2 154 14

宮城県 1 1 1 2 1 6

合計 7 4 24 3 80 13 97 5 112 4 34 3 357 29

＊3月　茨城県3名　千葉県1名は放射性ヨウ素
＊5月　福島県1名は放射性ヨウ素

県名

岩手県

宮城県

福島県

茨城県

千葉県

栃木県

群馬県

新潟県

合計

母乳の放射能汚染検査結果　県・月別集計（検体数）    2011.3～2011.9

＊ゲルマニウム半導体
γ線スペクトロメトリー
検出限界　3Bq/kg

14 2

3 0

1 0

8 2

＊ゲルマニウム半導体
γ線スペクトロメトリー

検出限界　0.3～0.5Bwq/kg

－ －

－ －

検体　母乳　500cc

検査数 検出数

2 0

－ －

－ －

8月
検査数　　検出

9月
検査数　　検出

2011.9～2011.11
母乳の放射能検査

検査機関：理研分析センター

6 2

合計
検査数　　検出

3月
検査数　　検出

4月
検査数　　検出

5月
検査数　　検出

6月
検査数　　検出

　上記以外は、放射性セシウムを検出

7月
検査数　　検出

17 8

8 4

新潟県

13 3

19 10

18 2

2 0

＊ゲルマニウム半導体
γ線スペクトロメトリー

検出限界　0.3～0.5Bwq/kg

県名

岩手県

宮城県

福島県

茨城県

千葉県

栃木県

検査数 検出数

合計

2011.9～2012.3
乳幼児の尿の放射能検査

検査機関：東京ニュークリアサービス　　検体：母乳100cc

101 37

検査機関：理研分析センター

検体　紙おむつ・尿　1kg　

18 8

群馬県
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